
                 

 

       

  

       

海
外
組
は
台
風
の
た
め 

綱
渡
り
の
出
発
・・・ 

 

本
校
の
起
源
は
今
か
ら
４
０

０
年
近
く
昔
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
修

道
女
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ブ
ー
ル
ジ

ョ
ワ
（
１
６
２
０
～
１
７
０
０
）

が
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
カ

ナ
ダ
に
渡
り
、
現
在
の
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
で
１
６
５
８
年
に
開
い
た

小
さ
な
学
校
に
遡
る
。
そ
の
学
校

は
カ
ナ
ダ
全
土
を
は
じ
め
世
界
に

広
が
り
、
１
９
３
２
（
昭
和
８
）

年
に
は
カ
ナ
ダ
か
ら
５
名
の
修
道

女
が
来
日
、
６
年
後
に
福
島
で
開

い
た
「
雛
菊
幼
稚
園
」
が
本
校
の

直
接
の
起
源
で
、
昨
年
８
０
周
年

を
迎
え
た
。
今
回
の
海
外
修
学
旅

行
は
、
従
来
英
語
科
が
語
学
研
修

で
行
っ
て
い
た
英
語
圏
の
カ
ナ
ダ

西
部
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
な
く
、

東
部
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
を
訪
れ
、

創
立
者
が
築
い
た
町
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
で
、
創
立
者
の
遺
し
た
足
跡

を
巡
り
、
さ
ら
に
姉
妹
校
と
交
流

す
る
と
い
う
、
本
校
な
ら
で
は
の

５
泊
７
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。 

し
か
し
出
発
日
の
１
０
月
１
３

日
の
前
夜
、
最
大
級
の
台
風
１
９

号
が
関
東
地
方
に
上
陸
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
東
北
地
方
を
縦

断
。
翌
日
は
公
共
交
通
機
関
が
運

休
し
、
夕
方
に
羽
田
か
ら
飛
ぶ
予

定
だ
っ
た
飛
行
機
も
欠
航
と
い
う

最
悪
の
事
態
に
。
だ
が
深
夜
に
飛

ぶ
臨
時
便
の
座
席
が
奇
跡
的
に
確

保
で
き
、
６
時
間
遅
れ
の
集
合
と

な
っ
た
午
後
３
時
に
は
、
参
加
者

５
３
名
全
員
が
保
護
者
に
送
ら
れ

福
島
駅
に
到
着
。
再
開
直
後
の
東

北
自
動
車
道
を
バ
ス
で
羽
田
に
向

か
い
、
深
夜
２
時
の
臨
時
便
で
無

事
カ
ナ
ダ
に
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

大
迫
力
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ 

の
滝
ク
ル
ー
ズ
を
満
喫 

カ
ナ
ダ
最
大
の
都
市
、
オ
ン
タ

リ
オ
州
の
州
都
ト
ロ
ン
ト
に
降
り

立
っ
た
の
は
、
現
地
時
間
の
深
夜

１
時
過
ぎ
。
そ
こ
か
ら
バ
ス
で
１

泊
目
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
宿
に
到
着

し
た
の
は
、
実
に
早
朝
４
時
。
し

か
し
多
く
の
生
徒
の
強
い
希
望
で
、

６
時
半
の
起
床
？
以
降
は
す
べ
て

予
定
通
り
進
め
る
こ
と
に
。 

世
界
三
大
瀑
布
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
は
、
想
像
以
上
の
大
迫
力
。

滝
の
寸
前
ま
で
近
寄
れ
る
ク
ル
ー

ズ
船
で
は
、
大
雨
の
よ
う
に
水
し

ぶ
き
を
浴
び
写
真
撮
影
も
困
難
だ

っ
た
が
、
全
員
大
満
足
。
そ
こ
か

ら
再
び
バ
ス
で
ト
ロ
ン
ト
に
戻
り
、

モ
ダ
ン
な
高
層
ビ
ル
と
そ
の
間
の

緑
地
が
融
合
し
た
街
並
み
を
抜
け
、

ト
ロ
ン
ト
の
シ
ン
ボ
ル
５
５
３
ｍ

の
Ｃ
Ｎ
タ
ワ
ー
の
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
。
ド
ー
ナ
ツ
型
の
座
席
フ
ロ

ア
部
分
が
ゆ
っ
く
り
回
転
し
て
い

て
、
３
６
０
度
の
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
食
事
が
で
き
る
。
こ
こ

で
出
さ
れ
た
巨
大
ス
テ
ー
キ
に
、

肉
好
き
は
大
喜
び
だ
っ
た
が
、
多

く
の
生
徒
は
食
べ
切
れ
ず
。 

紅
葉
の
メ
ー
プ
ル
街
道 

を
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
へ 

 

ト
ロ
ン
ト
か
ら
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
へ
の
通
称
メ
ー
プ
ル
街
道

は
、
こ
れ
ま
た
有
名
な
カ
ナ
ダ
の

紅
葉
が
美
し
い
時
期
。
私
た
ち
は

カ
ナ
ダ
の
大
陸
横
断
鉄
道
Ｖ
Ｉ

Ａ
に
乗
っ
て
の
移
動
だ
っ
た
が
、

前
日
か
ら
の
強
行
軍
と
ク
ル
ー

ズ
の
疲
れ
、
そ
れ
に
時
差
ボ
ケ
と

満
腹
と
心
地
よ
い
揺
れ
が
加
わ

っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
ま
る

５
時
間
爆
睡
し
て
し
ま
っ
た
。 

カ
ナ
ダ
第
二
の
都
市
、
ケ
ベ
ッ

ク
州
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
フ
ラ

ン
ス
語
を
公
用
語
と
し
て
お
り
、

街
並
み
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
。
私
た

ち
は
こ
こ
に
４
泊
滞
在
し
、「
北
米

の
パ
リ
」
の
秋
を
満
喫
し
た
。 

数
多
く
の
教
会
を
見
学
し
た
が
、

圧
巻
だ
っ
た
の
は
何
と
い
っ
て
も

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
。
以
前
か

ら
写
真
で
も
見
て
い
た
が
、
実
際

の
大
き
さ
と
美
し
さ
は
行
っ
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
入
っ
た
瞬

間
、
聖
母
マ
リ
ア
の
色
で
あ
る
青

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
光
と
金
色

の
装
飾
に
、
誰
も
が
息
を
飲
む
。

大
聖
堂
の
向
か
い
に
は
、
マ
ル
グ

リ
ッ
ト
を
カ
ナ
ダ
に
誘
っ
た
初
代

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
総
督
メ
ゾ
ン
ヌ

ー
ヴ
と
、
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
生
涯
の

友
と
な
っ
た
看
護
師
ジ
ャ
ン
ヌ
・

マ
ン
ス
の
像
も
そ
び
え
て
い
た
。 

 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
か
ら
マ

ル
グ
リ
ッ
ト
像
（
一
番
上
の
写
真
）

を
挟
ん
で
数
百
ｍ
し
か
離
れ
て
い

な
い
「
良
き
助
け
の
聖
母
聖
堂
」

は
、
小
さ
い
な
が
ら
も
築
約
３
４

０
年
の
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
最
古

の
教
会
。
祭
壇
脇
に
は
マ
ル
グ
リ

ッ
ト
の
お
墓

が
あ
り
、
隣

接
し
て
マ
ル

グ
リ
ッ
ト
記

念
館
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
本

校
の
創
立
者

と
し
て
は
聞

い
て
い
た
マ

ル

グ

リ

ッ

ト
・
ブ
ー
ル

ジ
ョ
ワ
が
、

現
地
で
い
か

に
尊
敬
さ
れ

て
い
る
偉
人

か
、
改
め
て

実
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 

選択修学旅行実施 
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国内九州 

海外カナダ 

本
年
度
の
２
年
生
か
ら
始
ま
る 

 

桜
の
聖
母
学
院
高
校
で
は
２
年
生
秋
の
修
学
旅
行
を
、
従
来
は
英
語
科
が
カ

ナ
ダ
へ
の
語
学
研
修
に
、
普
通
科
は
長
崎
を
中
心
と
す
る
九
州
へ
行
っ
て
い
た

が
、
英
語
科
が
募
集
停
止
と
な
っ
た
今
年
度
の
２
年
生
か
ら
、
全
員
が
国
内
か

海
外
か
を
選
択
で
き
る
形
に
変
更
。
そ
の
初
回
が
先
月
中
旬
に
実
施
さ
れ
、
海

外
組
は
出
発
日
が
台
風
１
９
号
の
襲
来
と
重
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
事

渡
航
し
て
日
程
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
、
国
内
海
外
と
も
充
実
の
旅
と
な
っ
た
。 

 
ナイアガラの滝壺クルーズはスリル満点！ 

 

 

 

 

 

 

 
誰しもが圧倒される、モントリオールのノートルダム大聖堂 

 
良き助けの聖母聖堂にて 



Ｃ
Ｎ
Ｄ
総
本
部
や 

姉
妹
校
を
訪
問 

 

こ
の
修
学
旅
行
が
単
な
る
海

外
旅
行
と
は
異
な
る
最
大
の
特
徴

は
、
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
が
創
設
し
た

修
道
会
で
本
校
の
設
立
母
体
で
あ

る
「
コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
（
Ｃ
Ｎ
Ｄ
）
」
の
総

本
山
と
言
え
る
本
部
修
道
院
を
表

敬
訪
問
し
た
り
、
Ｃ
Ｎ
Ｄ
設
立
の

姉
妹
校
を
訪
問
し
交
流
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。
こ
の
日
は
全
員
制
服

で
。
総
本
部
で
は
日
本
の
Ｃ
Ｎ
Ｄ

の
生
徒
と
し
て
大
歓
迎
を
受
け
た
。 

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
い
く
つ
か

あ
る
姉
妹
校
の
一
つ
「
ヴ
ィ
ラ
マ

リ
ア
高
校
」
へ
の
訪
問
・
交
流
は
、

本
校
の
歴
史
で
も
初
の
試
み
だ
そ

う
だ
。
同
学
年
の
女
子
生
徒
約
２

０
名
が
出
迎
え
て
く
れ
、
互
い
の

学
校
紹
介
を
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
し

た
後
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
昼
食

を
と
り
な
が
ら
歓
談
。
何
と
か
意

思
疎
通
で
き
た
も
の
の
「
も
っ
と

英
語
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
！
」
と
痛
感
。
ヴ
ィ
ラ
マ
リ
ア

の
生
徒
の
案
内
で
回
っ
た
校
内
見

学
も
、
カ
ナ
ダ
の
学
校
の
雰
囲
気

を
味
わ
え
た
ひ
と
時
だ
っ
た
。 

 

最
終
日
は
首
都
オ
タ
ワ
へ 

 

暴
風
雨
の
朝
と
な
っ
た
実
質

的
に
最
終
日
の
１
７
日
に
は
、
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
約
２
０
０
キ

ロ
離
れ
た
首
都
オ
タ
ワ
に
バ
ス
で

往
復
。
こ
こ
も
本
来
な
ら
道
中
の

紅
葉
が
美
し
い
が
、
天
気
が
悪
く

残
念
。
オ
タ
ワ
で
は
国
会
議
事
堂

を
約
３
０
分
の
ツ
ア
ー
で
見
学
。

午
後
に
訪
れ
た
カ
ナ
ダ
歴
史
博
物

館
は
、
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
が

興
味
深
い
展
示
の
数
々
に
、
英
語

と
フ
ラ
ン
ス
語
の
説
明
し
か
な
く

て
も
十
分
に
見
応
え
が

あ
り
、
も
っ
と
長
く
見
学

し
て
い
た
か
っ
た
。 

 

翌
１
８
日
に
は
名
残

惜
し
い
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
を
後
に
し
、
２
年
前
か

ら
日
本
へ
の
直
行
便
が

飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
ト

ル
ド
ー
国
際
空
港
か
ら

成
田
へ
。
終
わ
っ
て
し
ま

え
ば
あ
っ
と
い
う
間
の

夢
の
よ
う
な
一
週
間
だ

っ
た
が
、
物
凄
く
中
身
の

濃
い
修
学
旅
行
だ
っ
た
。 

 
 

（
報
告
：
大
槻
は
な
） 

長
崎
の
町
と 

美
味
し
い
食
事
を
堪
能 

国
内
修
学
旅
行
は
例
年
通
り
九

州
方
面
で
、
参
加
者
は
小
回
り
の

利
く
３
１
名
だ
っ
た
。
出
発
日
の

１
０
月
１
５
日
に
は
も
う
台
風
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
３

日
目
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
と
吉
野

ヶ
里
遺
跡
で
雨
に
た
た
ら
れ
た
も

の
の
、
全
般
的
に
天
候
に
恵
ま
れ

た
３
泊
４
日
間
と
な
っ
た
。 

長
崎
市
は
港
を
中
心
に
、
三
方

を
稲
佐
山
（
い
な
さ
や
ま
）・
鍋
冠

山
（
な
べ
か
ん
む
り
や
ま
）・
風
頭

山
（
か
ざ
が
し
ら
や
ま
）
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
「
す
り
鉢
状
の
地
形
」

で
、
平
地
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
山
の
斜
面
に
住
宅
地
が
広
が
る
、

ユ
ニ
ー
ク
な
街
並
み
と
な
っ
て
い

る
。
町
全
体
に
坂
が
多
い
た
め
、

長
崎
の
人
々
の
主
な
交
通
手
段
は
、

バ
ス
、
路
面
電
車
、
バ
イ
ク
で
、

自
転
車
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
。 

初
日
の
夜
は
、
す
り
鉢
状
の
地

形
に
よ
り
多
方
面
か
ら
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
、
モ
ナ
コ
・
香
港
と

並
ん
で
「
世
界
新
三
大
夜
景
」
の

美
し
い
長
崎
の
夜
景
を
、
バ
ス
の

車
窓
か
ら
見
学
し
た
。
ま
た
長
崎

は
非
常
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
、
異
国

情
緒
漂
う
町
。
海
外
に
行
か
な
く

て
も
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
や
出
島

で
オ
ラ
ン
ダ
、
中
華
街
で
中
国
、

佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
で
ア
メ
リ
カ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

は
浦
上
天
主
堂
や
昨
年
世
界
遺
産

に
指
定
さ
れ
た
大
浦
天
主
堂
、
二

十
六
聖
人
殉
教
碑
な
ど
を
訪
れ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
な
ら
で
は
の
学

び
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
私

た
ち
の
先
輩
の
本
校
卒
業
生
で
あ

る
伊
織
は
や
と
さ
ん
が
ト
ッ
プ
を

務
め
る
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
歌
劇

団
の
華
麗
な
舞
台
も
楽
し
め
た
。 

長
崎
の
魅
力
は
、
美
味
し
い
食

べ
物
に
も
詰
ま
っ
て
い
る
。
カ
ス

テ
ラ
や
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
は
王
道
、
四

海
楼
で
の
中
華
料
理
、
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
…
ま
た

ホ
テ
ル
で
の
ご
馳
走
食
べ
放
題
も

最
高
。
日
本
人
の
舌
に
あ
っ
て
い

て
、
食
の
充
実
度
で
は
海
外
修
学

旅
行
に
決
し
て
引
け
を
取
ら
な
い
。 

 被
爆
者
原
田
さ
ん
の 

お
話
を
聞
い
て 

初
日
、
長
崎
原
爆
資
料
館
を
訪

れ
た
あ
と
原
爆
被
爆
者
と
し
て
語

り
部
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
、
原

田
美
智
子
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
た
。

歴
史
の
教
科
書
や
テ
レ
ビ
で
見
る

断
片
的
・
間
接
的
な
も
の
と
は
違

い
リ
ア
ル
で
、
原
爆
の
惨
禍
は
や

は
り
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の

だ
っ
た
。
し
か
し
戦
争
と
い
う
負

の
歴
史
か
ら
目
を
背
け
た
り
風
化

さ
せ
た
り
せ
ず
、
向
き
合
い
続
け

る
こ
と
が
、
平
和
へ
の
第
一
歩
と

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

現
在
、
年
代
的
に
も
語
り
部
の

方
た
ち
の
話
を
聞
け
る
こ
と
は
貴

重
な
体
験
で
あ
る
。
若
い
世
代
で

あ
る
私
た
ち
が
次
へ
と
平
和
の
バ

ト
ン
を
つ
な
ぐ
番
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
人
の
心
の
中
に
あ
る
い
じ

め
や
差
別
す
る
心
が
争
い
に
つ
な

が
る
、
と
原
田
さ
ん
は
言
う
。
戦

争
を
起
こ
し
、
終
わ
れ
ば
平
和
条

約
を
結
び
、
ま
た
戦
争
を
す
る
。

悲
劇
が
起
き
て
過
ち
を
知
る
。
人

間
の
心
は
何
と
脆
い
と
痛
感
し
た
。 

熊
本
で
は
復
興
途
上
の 

熊
本
城
を
見
学 

 

佐
賀
県
の
吉
野
ケ
里
遺
跡
を

見
学
し
た
後
は
、
最
後
の
宿
泊
地

熊
本
へ
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
好
き
に
は

く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
の
お
土
産
が
ぴ

っ
た
り
。
最
終
日
に
は
、
私
た
ち

が
訪
れ
る
直
前
に
一
般
公
開
が
再

開
さ
れ
た
、
再
建
途
上
の
熊
本
城

を
見
学
。
３
年
前
の
大
地
震
か
ら

立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
る
熊
本
に
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
私
た

ち
の
福
島
を
重
ね
合
わ
せ
た
。 

今
回
の
台
風
１
９
号
の
被
害
も

ま
だ
続
く
中
、
私
た
ち
は
「
災
害

列
島
」
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
、
最
悪
の
事
態
へ
の
備
え
と

被
害
が
起
き
た
時
の
支
援
を
最
優

先
に
す
る
社
会
を
築
く
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
不
可
欠
な

の
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。 

 
 

（
報
告
：
菅
野
岬
希
） 

 

長崎市内の北部、爆心地や浦上天主堂にも近い、平和公園の平和祈念像の前で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国
内
は
定
番
の
長
崎
・熊
本
へ 

 
ＣＮＤ総本部玄関にて、スタッフやシスターたちと 

 

 

 
ヴィラマリア高校では本校生徒が日本舞踊を披露 

ハウステンボス歌劇団の皆さんと。後列中央が伊織はやとさん 
長崎駅前の西坂に建つ 26聖人殉教碑にて。 

今月末に来日するローマ教皇も訪問する 

 
原田美智子さんの講演を真剣に聞く生徒たち 

 

再
建
中
の
熊
本
城
を
バ
ッ
ク
に 


